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この顕微鏡を用い、中国から越境移流してくるPM2.5の特徴を調べた。その結果、PM2.5の濃度

を高くする原因は1μm程度の硫酸塩粒子であることがわかった。さらに、硫酸塩粒子には「す

す」が含まれており、東京の同種粒子と比べ、すすの割合が多いことが越境粒子の特徴である

ことがわかった。
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概要

関連情報

長崎県福江島において、PM2.5濃

度が低かった日と高かった日の

捕集サンプルの電子顕微鏡写真

を右に示す。一見、大きな違いが

無いように見えるが、汚染が多い

場合、微小粒子が増えていること

がわかった。

この微小粒子の成分をイメージン

グしてみた。その結果、汚染が多

い場合はPM2.5粒子の数が多く、

その成分は殆どが炭素、硫酸塩、

硝酸塩であることがわかった。

PM2.5濃度を押し上げるこれらの

硫酸塩粒子の内部構造を調べた。

その結果、硫酸塩粒子の内部に

はある割合で微小なすす粒子が

含まれることがわかった。東京都

内で捕集した同様の粒子にはす

すが含まれる割合が低く、中国由

来のPM2.5にはすすが多く含まれ

るという特徴が明らかとなった。


